
第１４回 京北地域小中一貫教育校検討協議会 
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                  （案）

京都京北小中学校検討協議会規約

（名称）

第１条 本会は，京都京北小中学校検討協議会（以下「検討協議会」という。）と称する。

（設置目的）

第２条 検討協議会は，京北地域４小中学校の統合の進め方や小中一貫教育校の創設に向けた課題を検

討・協議し，地元案を決定することを目的とする。

（事務）

第３条 検討協議会は，次の事項について処理する。

（１）小中一貫教育校の創設に向けた進め方に関すること

（２）教育構想に関すること

（３）施設整備の方向性に関すること

（４）通学安全対策に関すること

（５）跡地活用に関すること

（６）その他検討協議会として必要と認められること

（７）上記（１）から（６）の協議内容に関する情報発信，説明会等意見聴取に関すること

（組織）

第４条 検討協議会は，別表の役職にある者をもって構成する。ただし，京北学校運営協議会理事にあ

っては，京北学校運営協議会から選出された者１名とする。

２ 別表の役職にある者のうち，当該年度ＰＴＡ会長と前年度ＰＴＡ会長が同一である場合は，当該Ｐ

ＴＡ会長のほか，当該年度又は前年度のＰＴＡ本部役員から当該ＰＴＡ会長が選出した者１名を加え

ることができる。 

３ 第２条に定める協議を円滑に進めるため，次の専門部会を設置する。

（１）施設整備検討部会

（２）通学安全検討部会

４ 前項の規定にかかわらず，必要に応じて，別に専門部会を設置することができる。

５ 検討協議会には，必要に応じてオブザーバーとして京都市周山保育所長，京都市ひかり保育所長，

京都市弓削保育所長，京都府立北桑田高等学校長，関係行政機関の職員等に参加を求めることができ

る。

（会員の任期）

第５条 会員の任期は，別表の役職にある期間とする。なお，前年度ＰＴＡ会長（前条第２項の規定に

より選出された者を含む。）の任期については，当該年度末までとする。

（代表）

第６条 検討協議会に代表１名，副代表若干名を置き，会員の互選により定める。

２ 代表は，検討協議会を代表し，会務を総理する。

３ 代表に事故があるとき，又は代表が欠けたときは，あらかじめ代表が指定した副代表がその職務を

代理する。

（議事）

第７条 検討協議会は，代表が招集する。

２ 代表は，検討協議会の会議の議長となる。

３ 会員の代理出席は認めないものとする。

資料２ 



４ 検討協議会の議事は，協議により決定するが，出席した会員の過半数をもって決することもでき，

可否同数の場合は，議長の決するところによる。

（専門部会）

第８条 専門部会の部会員は検討協議会において選任し，任期は検討協議会が必要と認める期間とする。

２ 専門部会は，検討協議会代表が招集する。

３ 専門部会は，検討協議会から依頼のあった案件を協議し，その協議の過程及び結果について検討協

議会に報告しなければならない。

（事務局）

第９条 検討協議会に係る事務については，京北自治振興会事務局及び京都市教育委員会学校統合推進

 室において行う。

（補則）

第１０条 規約の改正及び検討協議会の運営に関し必要な事項は，代表が会議に諮って定める。

附 則

この規約は，平成２８年６月１７日から実施する。

 附 則 

 この規約は，令和元年 月 日から実施する。

（別表）

役 職

京北自治振興会会長

京北自治振興会副会長

周山自治会長

宇津自治会長

弓削自治会長

細野自治会長

山国自治会長

黒田自治会長

京北学校運営協議会理事

前年度京都市立京北第一小学校ＰＴＡ会長

前年度京都市立京北第二小学校ＰＴＡ会長

前年度京都市立京北第三小学校ＰＴＡ会長

前年度京都市立周山中学校ＰＴＡ会長

当該年度京都市立京北第一小学校ＰＴＡ会長

当該年度京都市立京北第二小学校ＰＴＡ会長

当該年度京都市立京北第三小学校ＰＴＡ会長

当該年度京都市立周山中学校ＰＴＡ会長

京都市立京北第一小学校長

京都市立京北第二小学校長

京都市立京北第三小学校長

京都市立周山中学校長



第１３回（３／１５）の協議内容 

１ 教育構想について 

  新校の教育内容や指導体制等について，「学校案内（第１版）」を示して説明した。 

教育理念や学校教育目標，４－３－２制のステージ制による９年間の特色ある教

育実践の内容等について確認した。 

２ 校歌・校章について 

  新校の校歌・校章の作成方法等について検討・協議を行った。 

  校歌の歌詞は，詩吟の家元として活躍されている京北在住の久保義嗣氏を中心に

お願いすることとし，作曲や校章のデザイン等については，教育委員会が専門家に

創作を依頼することを確認した。 

３ 施設整備について 

  新校舎建設工事の進ちょく状況について報告した。 

  引き続き，児童生徒の学習環境への配慮はもとより，周辺環境対策・安全対策に

万全を期して取り組むことを確認した。 

４ 通学安全に係る登校シミュレーションについて 

  １月１８日（金）に実施した登校シミュレーションについて報告した。 

  令和元年度は，下校時のシミュレーションを含めて実施するなど，引き続き安

心・安全な通学環境の確保に向け取り組むことを確認した。 

５ 学校説明会の開催について 

  １月から２月に４小中学各校で実施した学校説明会の状況について報告した。 

各学校長から，教育構想や施設整備概要，通学安全に係る取組等について説明し，

保護者や校区の住民の方々と意見交換を行った。 

６ その他 

新校のＰＴＡ組織・規約等について検討する「４小中学校ＰＴＡ会長会」の取組

状況について報告した。 

資料３ 



令和元年度の取組予定等について（案）

検討協議会 合同学習 

５月
４小中学校合同学習（5/7）

全学年合同写生大会

６月

第１４回検討協議会（6/14） 

・検討協議会規約の一部改正

・令和元年度取組予定について

・校歌（歌詞）について

・施設整備について

・通学シミュレーションについて

４小中学校合同学習（6/14） 

小１～６年生［教科学習（午前）］

小１～中３年生［周山中音楽祭（午後）］

３小学校合同学習（6/28）

小５年生［教科学習］

７月

９月

10月

（予定）第１５回検討協議会 

・校歌・校章の検討 

・教育構想について 

・学校説明会について 

・施設整備，通学安全に係る取組状況の確認等

３小学校合同学習（10/21） 

小１～６年生［教科学習］

11月
３小学校合同学習（11/20）  

小１・２年生［教科学習］

12月

（予定）第１６回検討協議会

・学校説明会について

・閉校式・開校式について

・新校PTA組織について
・施設整備，通学安全に係る取組状況の確認等

３小学校合同学習（12/20）  

小１～６年生［教科学習］

４小中学校合同学習（12/20）

小４～中３年生［周山中オープンスクール（午後）］

１月

３小学校合同学習（1/21）  

小３年生［教科学習］

４小中学校合同学習（1/31）

小５～中３年生［立志式］

２月

３月

（予定）第１７回検討協議会 

・閉校式・開校式について 

・新校PTA組織について
・施設整備，通学安全に係る取組状況の確認等 

３小学校合同学習（3/2）  

小１年生［教科学習］

□ 京都京北小中学校に係る学校説明会を１１月頃に開催する予定 

□ 施設整備（予定） 

 ・平成３１年１月～令和２年２月   新校舎建設工事等 

・令和 ２年４月～令和３年６月   旧校舎解体，プール建設，サブグラウンド整備等 

資料４ 
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①

今
，
日
が
昇
り
，
朝
日
を
浴
び
て
，
若
い

芽
が
い
き
い
き
と
躍
動
し
始
め
ま
し
た
。

新
し
い
学
校
で
学
ぶ
喜
び
に
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私
た
ち
は
希

望
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
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勉
強
し
て

い
く
こ
と
に
大
き
な
志
を
持
っ
て
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立
派
な

大
人
に
な
る
た
め
に
誠
実
に
生
き
て
い
く
道

を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
京
北
の
希
望
の
丘
に
そ
び
え
て

い
る
素
晴
ら
し
い
学
校
で
学
ん
で
い
ま
す
。

②

美
し
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を
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ら
大
堰
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の
水
が
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に
流
れ
て
い
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す
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友
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と
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く
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に
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合
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れ
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が
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自
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の
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う

励
み
ま
す
。

私
た
ち
の
未
来
が
光
り
輝
く
よ
う
共
に
頑

張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

③

我
が
校
舎
は
，
古
代
，
白
鳳
の
時
代
に
こ

の
地
域
が
非
常
に
栄
え
た
歴
史
を
物
語
る
周

山
廃
寺
の
遺
跡
の
地
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
京
北
の
発
展
の
魁
と
な
っ
た
尊
き
歴
史

を
学
び
，
夢
が
わ
く
わ
く
高
ま
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思
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た
明
る
い
歌
声
が
響
き
合
う

元
気
一
杯
の
京
都
京
北
校
で
す
。



 資料６  

建築工事の状況等について（令和元年５月末時点） 

１ 建築工事の状況（別紙①～⑦参照） 

 ・校舎棟，体育館 

  ３月～６月  基礎工事 

  ６月～１０月  躯体工事 

  ９月～   内装工事 

  １２月～   外構工事 

 ・アプローチ棟 

  ４月   基礎工事 

  ５月～１０月  躯体工事 

  １１月～   外構工事 

２ 土木工事の状況（別紙⑧参照） 

 ・第２・３工区（現周山中学校の校舎北側から体育館東側）法面工事 

 ・ロータリー整備工事：６月以降着手予定 

３ その他 

 ・工事現場見学会について 

 ・令和元年５月市会に提案の請負契約の変更議案について 



（資料６ 別紙）
①令和元年５月末 敷地全景



②平成３１年３月上旬（建築現場定点撮影）



③平成３１年３月下旬



④平成３１年４月上旬



⑤平成３１年４月下旬



⑥令和元年５月上旬



⑦令和元年５月下旬



⑧第２・３工区法面対策工事





通学シミュレーションの実施について 

１ 今年度のシミュレーション概要

  登校時に加えて下校時のシミュレーションを実施し，開校時の運行方法，運行時刻等

昨年度の検討事項を確定させる。

２ 実施予定日（回数は昨年度からの通算）

第４回 令和元年 ６月１４日（金）

第５回 令和元年１０月２１日（月）

第６回 令和元年１２月２０日（金）

   令和２年１月以降も，実施を検討中

３ 第４回シミュレーションの実施内容

（１）登校時

   ８時頃に周山に到着する路線バス，スクールバスを利用して登校する。

   （下線は今回のシミュレーションで新たに実施する内容）

学校名 内            容

京北第一小

①五本松地区の児童が路線バス（矢代線）に乗車する。（バス停：出口橋）

②城山地区の児童がスクールバス（細野・長野線）に乗車する。（バス停：

八千代橋） ※①及び②の児童は普段は徒歩通学 

③他の地区の児童は普段どおりの登校

京北第二小

地区に応じてスクールバスと路線バス（山国・黒田線）に全員乗車する。

①スクールバス：黒田地区及び大野地区～中江地区

        （バス停：吉野～二小前）

②路線バス（山国・黒田線）：井戸地区及び塔地区～下地区

             （バス停：山国～殿橋）

京北第三小

地区に応じて２つの路線バス（弓削線・田貫線）に全員乗車する。

①路線バス（弓削線）：上弓削地区から上中地区まで（バス停：下川～上中）

②路線バス（田貫線）：田貫地区，鳥谷地区及び下中地区～井崎地区

          （バス停：田貫公民館前～井崎）

周 山 中
①京北第二小の「スクールバス」の区間の生徒がスクールバスに乗車する。

②その他の生徒は普段どおりの登校

資料７ 



（２）下校時

   １６時３０分頃に周山を出発する路線バス，スクールバスを利用して下校する。

学校名 内            容

京北第一小

１ 路線バスとスクールバスの２台のバスが運行している宇津線と矢代線

について，開校時の運行方法を見据えて乗車バスを一本化したシミュレー

ションを行う。 

 ①宇津線 

 （現在） 

 宇津地区がスクールバス，下熊田地区が路線バスで下校 

 （シミュレーション） 

 全員が路線バスで下校する。 

 ②矢代線 

 （現在） 

 矢代・宇野地区がスクールバス，熊田地区が路線バスで下校 

 （シミュレーション） 

 全員がスクールバスで下校する（登校時と同様五本松地区の児童も乗車）。

２ 城山地区児童は登校時と同様スクールバス（細野・長野線）に乗車 

３ 他の地区の児童は普段どおりの下校

京北第二小

登校時と同様に地区に応じてスクールバスと路線バス（山国・黒田線）で下

校する。

①スクールバス：黒田地区及び大野地区～中江地区

        （バス停：二小前～吉野）

②路線バス（山国・黒田線）：下地区～塔地区及び井戸地区

            （バス停：殿橋～山国，井戸）

京北第三小

登校時と同様に地区に応じて２つの路線バス（弓削線・田貫線）に乗車する。

①路線バス（弓削線）：上中地区～上弓削地区（バス停：上中～下川）

②路線バス（田貫線）：井崎地区～下中地区，鳥谷地区及び田貫地区

          （バス停：井崎～田貫公民館前）

周 山 中
１６時台に下校する生徒は，小学生が利用するバスに乗車する。

部活動をする生徒は，１８時頃に周山を出発する路線バスに乗車する。

４ その他

（１）実施前の説明，指導

   各学校で，乗車するバスの種類・バス停，バス停までの行き方など児童・生徒への

事前指導，案内プリントの配布等を行う。

（２）実施当日の見守り体制

   普段バス通学をしていない児童が乗車する区間のバス停での待機やバスへの乗車等

により，教職員や市教委職員が児童の乗降状況を確認する。

（３）バスの乗車運賃

   シミュレーションに伴う運賃は，教育委員会が負担する。


